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�

意 
見�

　
情 
報�

　
　
　
質 
疑�

住民説明会�

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て�

（
財
政
企
画
課
長
）�

　
長
洲
町
の
合
併
を
考
え

る
議
員
任
意
協
議
会
が
、

七
月
三
日
十
時
よ
り
役
場

の
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。�

　
こ
の
日
は
、
各
議
員
よ

り
意
見
や
情
報
が
出
さ
れ

た
後
で
、
総
務
・
企
画
財

政
課
長
よ
り
資
料
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

質
疑
も
行
わ
れ
た
。�

　�

�

　
　
　
　
　�

���

◆
県
内
各
地
域
で
協
議
会

等
を
設
置
し
、
合
併
に
向

け
た
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。�

　
最
近
の
新
聞
報
道
で
は
、

新
た
な
協
議
会
の
設
置
や

市
町
村
合
併
の
枠
組
み
を

再
検
討
す
る
な
ど
の
報
道

が
あ
る
。
県
内
の
市
町
村

合
併
に
向
け
た
動
き
の
最

新
情
報
が
欲
し
い
。�

�

◆
天
水
町
と
南
関
町
の
議

会
を
傍
聴
し
た
印
象
と
し

て
は
、
天
水
町
は
一
市
四

町(

天
水
町
、
横
島
町
、
玉

東
、
岱
明
町)

の
合
併
を
住

民
の
八
十
五
％
が
認
め
て

い
る
よ
う
だ
。�

　
南
関
町
は
今
後
大
幅
な

人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
一
市
八
町
の

合
併
を
望
ん
で
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。�

◆
六
月
二
十
二
日
の
熊
日

新
聞
に
玉
名
市
の
新
幹
線

新
玉
名
駅
周
辺
整
備
構
想

の
記
事
が
で
て
い
た
。
平

成
二
十
五
年
開
業
を
目
指

す
も
の
で
、
整
備
構
想
の

範
囲
は
、
新
駅
の
南
側
を

主
体
と
し
た
三
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
主
な
施

設
と
し
て
、
駅
前
広
場
、

駐
車
場
、
市
街
地
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
や
観
光

情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
が

あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
多
額

の
資
金
投
入
が
考
え
ら
れ
、

今
後
の
合
併
を
進
め
て
い

く
上
で
は
、
玉
名
市
の
財

政
計
画
を
知
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。�

�

◆
こ
れ
ま
で
合
併
を
行
っ
た
、

先
進
地
の
そ
の
後
を
み
る
と
、

合
併
後
繁
栄
し
て
い
る
の
は
、

国
や
県
の
政
策
的
な
支
援

で
行
わ
れ
た
市
、
町
や
合

併
後
の
中
心
部
だ
け
が
繁

栄
し
て
い
る
と
い
う
結
果

が
多
い
。
長
洲
町
は
合
併

し
て
も
中
心
部
か
ら
は
ず

れ
周
辺
部
と
な
り
、
メ
リ

ッ
ト
は
多
く
期
待
出
来
な

い
の
に
何
故
今
合
併
か
と

い
う
疑
問
も
あ
る
。
住
民

説
明
会
に
お
い
て
は
、
デ

メ
リ
ッ
ト
の
部
分
を
よ
く

説
明
し
十
分
納
得
の
う
え

合
併
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。�

���

　
今
後
の
長
洲
町
の
財
政

状
況
は
極
め
て
厳
し
い
も

の
と
予
測
さ
れ
る
。�

　
平
成
十
七
年
度
ま
で
は
、

歳
入
歳
出
の
均
衡
を
保
っ

て
い
け
る
が
、
平
成
十
八

年
度
以
降
は
、
財
政
健
全

化
計
画
に
沿
っ
て
財
政
運

営
を
行
っ
て
も
財
源
不
足

が
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
最
た
る
要
因
は
、地
方

交
付
税
制
度
の
改
正
で
あ
る
。�

　
今
年
度
か
ら
、
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
改
正
分
で

平
成
十
六
年
度
以
降
五
千

万
円
の
縮
減
が
あ
り
、
そ

の
他
種
々
の
改
正
で
相
当

の
交
付
税
カ
ッ
ト
が
予
想

さ
れ
る
。�

　
町
税
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

法
人
税
等
か
な
り
落
ち
込

ん
で
い
る
が
、
全
般
の
税

に
お
い
て
今
後
の
伸
び
は

余
り
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

国
は
地
方
へ
の
補
助
金
の

削
減
方
針
を
打
ち
出
す
な
ど
、

歳
入
全
体
で
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。�

　
一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
建
設

に
伴
う
元
利
償
還
金
が
平

成
十
六
年
度
で
ほ
と
ん
ど

終
了
す
る
（
毎
年
、
約
三

億
三
千
万
円
）
の
で
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
公
債
費

は
減
少
す
る
が
、
そ
の
分
、

地
方
交
付
税
も
約
一
億
三

千
万
円
減
額
と
な
る
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
後
年
度
増
額
が

必
至
で
あ
る
。�

　
財
政
健
全
化
計
画
に
基

づ
き
、
物
件
費
・
人
件
費
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の
圧
縮
は
可
能
で
あ
る
。�

「
合
併
問
題
に
関
す
る
質
疑
」�

　
　
去
る
六
月
二
十
六
日

　
　
東
京
で
「
合
併
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

た
が
、
一
市
八
町
に
は
多

く
の
首
長
及
び
議
長
が
お

ら
れ
る
が
一
市
八
町
か
ら

何
名
参
加
さ
れ
た
か
知
り

た
い
。
　
　�

　
　�

　
　
玉
名
市
の
西
川
課
長

　
　
の
み
参
加
し
て
い
る
。�

　
　
先
に
行
わ
れ
た
農
協

　
　
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。�

　�　
　
Ｊ
A
玉
名
で
は
大
浜

　
　
農
協
だ
け
合
併
し
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
神
戸
の
青
果

市
場
は
日
本
一
高
値
で
取

引
き
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

と
契
約
し
て
い
る
大
浜
農

協
は
価
格
維
持
の
た
め
合

併
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。�

　
　
一
市
八
町
は
、
合
併

　
　
重
点
支
援
地
域
に
県

が
指
定
し
た
が
、
指
定
さ

れ
た
場
合
と
指
定
さ
れ
な

い
場
合
の
違
い
は
何
か
。�

　
ま
た
、
関
係
市
町
の
首

長
協
議
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
協
議
し
て
あ
る

の
か
。�

　
　�

　
　
指
定
を
受
け
た
地
域
は
、

　
　
特
例
措
置
が
あ
る
。�

　
　
◎
協
議
し
て
あ
る
。�

　
　
法
定
協
議
会
の
メ
ン

　
　
バ
ー
構
成
は
何
人
か
？�

�

　
　
一
市
八
町
の
場
合
法

　
　
定
協
議
会
の
人
員
は

四
十
名
程
度
が
適
当
と
さ

れ
て
い
る
。(

町
長
・
議
会

代
表
・
学
識
者
二
名
う
ち

一
名
は
女
性
。)�

　�　
　�

��

　
　
九
月
の
議
会
へ
の
提

　
　
案
は
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
の
判
断
に
な
る

と
思
う
が
。�

　�　
　
一
市
八
町
が
前
提
と

　
　
な
ろ
う
。
一
市
八
町

が
賛
成
の
場
合
は
法
定
協

議
会
と
な
り
、
反
対
の
場

合
は
変
わ
る
。�

�

　
　
九
月
の
法
定
協
議
会

　
　
設
立
に
こ
だ
わ
る
必

要
が
あ
る
の
か
？�

　�　
　
総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア

　
　
ル
で
は
二
十
二
ヶ
月

間
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

九
月
で
は
な
く
十
二
月
か

ら
三
月
ま
で
に
設
立
す
れ

ば
よ
い
が
、
一
市
三
町
又
は
、

一
市
四
町
で
先
行
し
た
折

に
平
成
十
四
年
九
月
に
法

定
協
議
会
設
立
の
議
決
と

定
め
た
よ
う
だ
。�

　
　�

　
　
任
意
協
議
会
の
状
況

　
　
で
住
民
説
明
す
る
の

に
は
疑
問
が
あ
る
が
。�

�

　
　
一
市
八
町
前
提
で
説

　
　
明
す
る
し
か
な
い
。�

�

平
成
十
四
年�

平
成
十
五
年�

平
成
十
六
年�

平
成
十
七
年�

３
月  

５
月
　
７
月
　
　
　  

９
月�

■
玉
名
地
域
１
市
８
町
合
併
推
進
協
議
会
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
合
併
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

９
月 

　
　
１２
月
　
　
　   

３
月�

玉名地域1市7町合併推進協議会の設置�

玉名地域1市8町合併推進協議会に改組�
県の合併重点支援地域(1市8町)の指定�
�

住民説明�

新市将来構想案の作成�

市町議会で廃置分合の議決�

県議会の議決、県知事決定�

合併施行�

総務大臣への提出・告示�

合併項目の協議�
新市建設計画の作成�

合併協議会での合併合意�

法定協議会設置の議決�
法定協議会の設置�



　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百

九
十
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
五
十
八
億

八
千
八
十
五
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。�

(

内
訳)

地
方
債
の
補
正�

・
長
洲
港
湾
改
修
事
業
債
二
百
万
円
の
増�

(

財
源
対
策
債
の
調
整
分)�

・
公
営
住
宅
建
設
事
業
債
十
万
円
の
減�

(

事
業
量
の
減)�

�
税条例改正－低所得者への税負担に配慮�

主な改正事項は次のとおりです�

1　個人住民税均等割の非課税限度額の引き上げ(税条例第24条)�
　　改正前　280,000円×(本人＋控除対象配偶者＋扶養親族の�
　　　　　　合計数)＋152,000円≧合計所得金額�
　　改正後　280,000円×(本人＋控除対象配偶者＋扶養親族の�
　　　　　　合計数)＋192,000円≧合計所得金額�
�
2　個人住民税得割の非課税限度額の引き上げ(税条例附則第5条)�
　　改正前　350,000円×(本人＋控除対象配偶者及び扶養親族の�
　　　　　　合計数)＋320,000円(控除対象配偶者又は扶養親族�
　　　　　　を有する場合)≧合計所得金額�
　　改正後　350,000円×(本人＋控除対象配偶者及び扶養親族の�
　　　　　　合計数)＋360,000円(控除対象配偶者又は扶養親族�
　　　　　　を有する場合)≧合計所得金額�
�
3　固定資産課税台帳の閲覧制度の改正(税条例第73条の2)�
　　借地人・借家人等が借地・借家対象資産の固定資産税額を閲覧�
　　できるようになりました。(但し、平成15年4月1日から)�
�
　　＊1及び2の改正理由は、国民生活水準との関連で特に低所得�
　　　者の税負担に配慮を加える必要があるため。�
　　＊3の改正理由は、固定資産税における納税者の信頼を確保す�
　　　るとともに、資産評価事務の一層の適正化等を図り、情報開�
　　　示を推進するため。�
�
　また、「長期譲渡所得に係る個人の住民税の課税の特例」�
　「株式等に係る譲渡所得等に係る個人の住民税の課税の特例」�
　等が改正。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（承認）�
�
�

　　　 　　【貸借対照表】�
　　　　　　　　 ＜資産の部＞（単位:円)�
1.流動資産�
(1)現金及び預金　　 5,748,783�
(2)公有用地　　　194,677,381�
(3)代行用地　     229,608,351�
　 流動資産合計　 　　　　　　　430,034,515�
　　　 　　　　　＜負債の部＞�
2.流動負債�
(1)未払費用　　　　 2,574,704�
(2)短期借入金　　420,694,126�
　 流動負債合計　　　　　　　　423,268,830�
　　　　　　　　 ＜資本の部＞　�
1.基本金　�
(1)基本財産　　　　 1,000,000�
　 基本金合計 　　　　　　　　　　1,000,000 �
2.準備金�
(1)前期繰越準備金　 5,542,936�
(2)当期純利益　　　　 222,749�
　  準備金合計　　　　　　　　　　 5,765,685�
　 資本合計　　　　　　　　　　　 6,765,685�
　 負債資本合計　　　　　　　　430,034,515�
�
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平成14年第1回臨時会�平成14年第1回臨時会�

一
般
会
計
補
正
予
算�
平
成
十
三
年
度�

下
水
道
特
別
会
計
補
正�

平
成
十
四
年
度�

　
今
回
の
改
正
は
、
先
の

町
税
条
例
改
正
に
お
い
て
、

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
、
ま
た
課
税
譲

渡
所
得
金
額
に
か
か
る
税

率
の
変
更
と
、
住
民
税
関

係
の
地
方
税
法
改
正
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

　� 国
民
健
康
保
険
税
条
例
の�

一
部
を
改
正�

　
平
成
十
四
年
第
一
回
臨
時
会
が
五
月�

　
　
二
十
日
に
開
会
さ
れ
、
次
の
専
決
処
分
を
承
認�

　
　
　
し
補
正
予
算
を
可
決
し
た
。�

� 　
下
水
道

特
別
会
計

に
お
い
て
は
、

平
成
十
三

年
度
の
単

年
度
収
支

が
三
億
六

千
九
百
万
円
程
度
の
赤
字

決
算
が
見
込
ま
れ
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。�

　
こ
れ
を
受
け
平
成
十
四

年
度
下
水
道
特
別
会
計
へ

の
十
一
億
二
千
二
百
四
十

万
円
程
度
の
繰
上
充
用
と

な
っ
た
。�

　
昨
年
七
月
に
策
定
さ
れ

た
下
水
道
事
業
財
政
再
建

計
画
の
中
で
、
確
実
な
進

行
管
理
が
大
き
な
柱
で
あ
り
、

町
民
各
位
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
く
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。�

　
下
水
道
事
業
は
、
多
額

の
先
行
投
資
を
必
要
と
す

る
事
業
で
あ
り
、
供
用
開

始
後
十
六
年
を
経
過
し
た

現
在
も
、
処
理
原
価
が
非

常
に
高
い
状
況
で
、
こ
れ

が
現
在
の
利
用
者
に
相
当

の
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
要
因
で
も
あ
る
。
こ
の

処
理
原
価
を
い
か
に
安
く
、

将
来
利
用
者
へ
の
負
担
を

軽
く
す
る
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
住
民
に
対
し
、
負

担
の
公
平
性
を
図
り
下
水

道
財
政
の
健
全
化
に
努
め

て
い
く
。�

�

「
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
報
告
」�

�

　
地
方
自
治
法
第
二
四
三

条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
状
況
は
表
の
と
お
り
で

あ
る
。�

�

※
処
理
原
価
と
は
、
維
持
管�

理
費
と
資
本
費
の
合
計
で
す
。�

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）



　
既
決
予
算
五
八
億
四
千

四
百
五
〇
万
円
と
す
る
補

正
予
算
を
可
決
し
た
。�

〈
主
な
歳
入
〉�

国
庫
支
出
金(
地
積
調
査

事
業
費)

　
三
五
〇
万
円

県
支
出
金(

地
積
調
査
事

業
費)

　
　
一
七
五
万
円

　
　
　
〃
　(

肥
後
っ
子
・

心
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
研

究
推
進
校
、
体
験
学
習
研

究
推
進
校
補
助
二
〇
万
円�

〈
主
な
歳
出
〉�

合
併
四
十
五
周
年
記
念
　

　
　
　 

関
連
　
五
二
万
円�

玉
名
地
域
一
市
八
町
合
併

推
進
協
議
会
負
担
金�

               

二
二
三
万
円�

地
積
調
査(

過
年
度
数
値
化)�

事
業
委
託
料 

七
〇
〇
万
円�

保
健
セ
ン
タ
ー
費
　�

　
　
　
　
　
　 

九
三
万
円�

県
魚
食
普
及
推
進
協
議
会

負
担
金
　
　
　
　 

五
万
円

町
道
上
岩
原
三
号
線
整
備

測
量
調
査
設
計
委
託
料
　

　
　
　
　 

 

二
〇
〇
万
円

肥
後
っ
子
・
心
サ
ポ
ー
ト

推
進
事
業
研
究
推
進
校
、

体
験
学
習
研
究
推
進
校
事

業
補
助
金
　
　 

二
一
万
円

県
中
体
連
総
合
体
育
大
会

準
備
助
成
金
　
　 

六
万
円

　
地
方
自
治
法
第
二
一
三

条
第
一
項
及
び
同
法
施
行

令
第
一
四
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
通
り

議
会
に
報
告
さ
れ
た
。�

◎
塩
屋
赤
崎
線
道
路
改
良

　 

事
業�

　 

八
五
五
万
八
千
八
百
円�

◎
宮
野
橋
橋
梁
整
備
事
業

　 

六
千
三
八
六
万
六
千
円�

�

　
議
運
長
の
発
議
で
、
日

曜
議
会
を
開
催
し
て
は
と

の
提
案
が
な
さ
れ
、
今
期
、

定
例
会
の
招
集
を
六
月
十

六
日
と
決
定
。
当
日
は
諸

報
告
の
後
、
一
般
質
問
通

告
者
十
名
の
質
問
を
消
化
し
、

散
会
し
た
。�

　
こ
れ
迄
の
議
会
と
は
違
い
、

開
会
時
間
十
時
頃
に
は
二

十
名
余
の
傍
聴
席
が
占
め
ら

れ
、そ
れ
も
初
顔
の
方
々
が

多
く
、議
場
に
も
熱
気
が
満

た
さ
れ
た
感
じ
が
し
た
。�

　
招
集
権
者
、
町
長
の
挨

拶
の
後
、
付
託
案
件
の
各

常
任
委
員
長
の
報
告
が
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は

何
時
に
な
く
、
明
快
充
実

し
た
報
告
に
終
止
し
て
い

た
感
じ
が
し
た
。
そ
の
た
め

か
、
委
員
長
報
告
へ
の
質

疑
も
な
く
、徳
永
議
員
の
一
般

質
問
を
皮
切
り
に
、午
前
中

四
名
の
議
員
の
質
問
を
消
化
。

五
番
目
の
登
壇
に
な
っ
た
福

永
議
員
の
質
問
主
旨
が
述

べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
昼
食
の

た
め
休
憩
。一
時
よ
り
再
開
。

執
行
部
の
説
明
答
弁
に
入

っ
た
。�

　
午
後
の
傍
聴
者
は
五
・

六
名
程
度
に
減
少
さ
れ
た
が
、

こ
の
日
の
議
会
は
総
じ
て
、

議
員
の
質
問
事
項
も
、
執

行
部
の
答
弁
内
容
も
充
実

し
た
も
の
で
、
資
料
取
り

寄
せ
の
時
間
の
浪
費
も
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
討
議
が
重
ね

ら
れ
、
消
化
さ
れ
た
感
じ

が
し
た
。
地
方
分
権
時
代

の
議
会
は
、
か
く
あ
る
べ

き
と
感
じ
入
っ
た
次
第
で

あ
る
。�

5

平成14年第1回臨時会�
日曜議会開催�

＝郡内初の試み＝�

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
六
日
に
招
集
。
会
期
を
十
八
日
迄
の
三
日
間
と
決
定
し
、
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。�

　
今
回
は
、
玉
名
郡
内
初
の
日
曜
日
に
定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。�

　
　
こ
れ
は「
議
会
の
活
性
化
と
情
報
公
開
制
度
の
確
立
」
を
め
ざ
す
為
で
あ
り
、各
方
面
よ
り
注
目
を
浴
び
た
。�

　
　
　
一
日
目
は
、
諸
報
告
に
続
き
一
般
質
問
に
十
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
の
方
針
を
資
し
た
。�

　
　
　
　
二
日
目
は
、
三
常
任
委
員
会
を
開
催
。�

　
　
　
　
　
三
日
目
は
、
町
道
路
線
の
認
定
一
件
、
補
正
予
算
一
件
、
繰
越
明
許
費
の
報
告
一
件
が
提
出
さ
れ
た
。�

　
　
　
　
　
　
尚
、請
願
一
件
は
、
総
務
常
任
委
員
会
の
調
査
活
動
と
し
て
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
も
議
決
さ
れ
た
。�

一
般
会
計
予
算
五
四
五
万
円
追
加�

　
　
　
　
主
に
、
地
積
調
査
事
業
委
託
料�

平
成
十
三
年
度
、長
洲
町
一

般
会
計
繰
越
明
許
費
報
告�

�

**
**
**
**
**
**
**
**
**
**
**
**

********************************

や

ってよ
かった

～議長エッセイ～�

日曜議会！！�

！！�

もっと町政に関心を�



���

　
　
向
野
平
原
線
、
上
沖

　
　
洲
鷲
巣
線
の
交
差
す

る
と
こ
ろ
か
ら
二
百
メ
ー

タ
ー
ぐ
ら
い
の
所
が
道
幅

が
狭
く
、
朝
か
ら
通
学
時

に
は
混
雑
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
�

�　
　
質
問
の
箇
所
は
計
画

　
　
的
に
道
路
改
良
事
業

を
実
施
し
て
い
る
所
で
あ

り
ま
す
。
本
年
度
の
工
事

予
定
は
上
沖
洲
鷲
巣
線
と

向
野
平
原
線
の
一
部
を
、

用
地
交
渉
等
の
事
務
手
続

を
得
て
施
工
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。
�

　
�

　
　
�

�

 

農
業
用
水
の
確
保
の
 

　
　
た
め
各
地
に
井
戸
、

ポ
ン
プ
な
ど
を
設
置
し
て

あ
る
が
、
町
は
定
期
的
に

整
備
、
補
修
を
行
っ
て
い

る
か
。
�

�　
　
町
内
に
土
地
改
良
区

　
　
及
び
共
同
施
工
等
に

よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
灌
漑

用
の
用
水
ポ
ン
プ
が
、
深

井
戸
及
び
河
川
用
含
め
数

十
箇
所
あ
る
。
管
理
に
つ

い
て
は
水
利
組
合
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行
っ
て

い
る
。
施
設
の
老
朽
化
等

に
よ
り
整
備
が
必
要
に
な

つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

長
洲
町
産
業
振
興
補
助
金

交
付
要
項
に
基
づ
き
、
費

用
の
二
分
の
一
を
助
成
、

二
百
万
を
超
え
る
修
理
費

及
び
改
修
費
は
、
土
地
改

良
施
設
維
持
管
理
適
正
化

事
業
に
よ
る
貸
与
を
行
っ

て
い
る
。
�

　
こ
の
制
度
は
国
、
県
、

受
益
者
が
事
業
費
の
三
十
%
、

残
り
の
十
%
を
町
が
助
成

す
る
も
の
で
す
。
実
施
に

あ
た
っ
て
は
関
係
組
合
等

と
十
分
協
議
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。
�

　
�

�

町
政
の�
こ
こ
が�

き
き
た
い�

町
政
の�
こ
こ
が�

き
き
た
い�

交
通
安
全
対
策
は�徳 

永
　
範 
昭
　
議
員�

完
全
週
五
日
制
の
土
曜
日
の
過
ご
し
方
は�

杉 

本
　
勝 

彦
　
議
員�

Q

Q

A

A

QA

Q

A

一般質問�

　
　
授
業
内
容
三
割
削
減

　
　
で
四
十
年
前
の
算
数
、

理
科
の
教
科
書
は
百
五
十

頁
か
ら
約
五
十
頁
位
の
教

科
書
に
な
っ
て
い
る
、
文

部
科
学
省
も
容
認
し
て
い

る
土
曜
日
補
習(

学
校
施
設

の
開
放
を
含
め
て)

の
考
え

は
？�

�

　
　
今
日
の
教
科
書
は
、

　
　
大
変
薄
く
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
厳
選
さ
れ
た
内

容
で
、
ゆ
と
り
が
生
じ
る

為
に
繰
返
し
、
指
導
す
る

事
で
、
基
礎
、
基
本
が
身

に
つ
く
事
と
思
う
。
単
な

る
知
識
の
量
の
み
で
な
く
、

学
習
欲
、
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
ま
で
含
め
て
学
力

を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
又
土
曜
日
対
応
で
、
地

域
に
お
い
て
土
曜
日
学
校

や
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
教

室
等
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

又
各
学
校
共
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
、
各
学
校
毎

に
パ
ソ
コ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
神
楽
で
地
域
と
の

ふ
れ
あ
い
教
育
。
中
学
校

で
は
朝
自
習
の
定
着
、
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
情
報

教
育
の
推
進
等
計
画
し
、

取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

　
　
本
年
二
月
に
保
護
者

　
　
一
四
九
三
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
地
域

の
人
材
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
、

地
域
の
諸
団
体
と
の
協
力

体
制
は
い
か
が
か
？
又
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
何
故
、

本
年
二
月
か
、
も
っ
と
早

く
十
二
年
十
三
年
に
実
施

す
べ
き
で
は
？�

�

　
　�

　
　
六
月
十
四
日
発
行
各

　
　
戸
に〝
教
育
な
が
す
〞

に
主
要
設
問
に
対
し
て
、

掲
載
し
教
育
委
員
会
参
加
で
、

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

五
日
制
を
生
か
し
た
と
こ

ろ
の
一
区
一
創
事
業
等
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
又
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
時
期
で
の
ご

提
言
は
ご
も
っ
と
も
、
保

護
者
の
実
態
把
握
と
い
う

事
で
、
二
月
に
実
施
し
た
が
、

今
後
の
取
組
み
、
う
け
皿

に
つ
き
ま
し
て
は
二
学
期

に
も
う
一
度
調
査
を
す
る

考
え
で
す
。�
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拡張が待たれる向野平原線�



　
　
J
R
鹿
児
島
本
線
上

　
　
の
折
地
〜
赤
崎
間
を

結
ぶ
通
称
〝
黒
橋
〞
の
陸

橋
の
幅
員
が
狭
く
、
双
方

共
カ
ー
ブ
し
見
通
し
が
悪
い
。
�

　
陸
橋
の
た
も
と
に
は
、

高
齢
者
入
居
施
設
が
あ
り
、

人
的
危
険
が
十
分
予
測
さ

れ
る
。
�

　
こ
の
よ
う
な
陸
橋
条
件

の
た
め
、
物
損
事
故
や
人

身
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、

陸
橋
の
拡
幅
以
外
、
要
す

る
に
架
け
替
え
以
外
に
は

考
え
ら
れ
な
い
。
�

　
J
R
と
の
関
連
問
題
や
、

町
財
政
上
莫
大
な
費
用
問

題
等
で
一
朝
一
夕
に
解
決

で
き
な
い
難
問
は
十
分
承

知
し
て
い
る
。
陸
橋
拡
幅

に
町
は
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。
�

　
又
、「
第
四
次
長
洲
町
総

合
振
興
計
画
」
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
人

に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適

な
住
み
良
い
町
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
生
活
環

境
問
題
解
決
の
た
め
、
事

業
計
画
の
追
加
項
目
の
見

直
し
を
お
願
い
し
た
い
。
�

　
　
�

　
　
�

�

　
　
J
R
鹿
児
島
本
線
上

　
　
に
あ
り
ま
す
折
地
・

赤
崎
架
線
橋
は
、
幅
員
が
二
・

五
メ
ー
ト
ル
の
町
道
で
あ
り
、

架
設
年
数
も
数
十
年
経
過

し
て
お
り
、
防
護
柵
に
つ

い
て
は
老
朽
化
が
見
受
け

ら
れ
る
。
�

　
こ
の
件
に
関
し
て
は
、

高
額
の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

J
R
と
の
関
連
が
あ
る
の
で
、

今
後
J
R
当
局
と
の
協
議

を
行
い
、
調
査
検
討
し
、

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
�　
　
高
齢
者
の
方
が
楽
し

　
　
む
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え

ば
現
在
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
本
町
に
は
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
無

い
為
、
公
園
や
町
有
の
グ

ラ
ン
ド
を
使
用
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
�

　
す
で
に
先
進
地
の
市
町

は
専
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
を
設
置
し
て
お
り
、

自
由
に
好
き
な
だ
け
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
。
本
町
に

も
校
区
に
一
ヶ
所
程
度
は

必
要
だ
と
思
う
が
、
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
� 　

　
長
洲
町
で
は
今
、
総

　
　
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

新
世
紀
タ
ウ
ン
な
が
す
の

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定

中
で
す
。
そ
の
中
で
既
存

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
見
直
し
や
、

新
規
施
設
場
所
等
も
検
討

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
検

討
の
過
程
の
中
で
、
高
齢

者
に
対
応
し
た
と
こ
ろ
の

専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
施
設
整
備
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。
�

　
�

　
　
�

��

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
場
を
つ
く
る
最
終
目

標
は
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
こ
と
で

高
齢
者
の
方
が
少
し
で
も

健
康
維
持
が
出
来
れ
ば
、

そ
れ
は
即
老
人
医
療
費
の

節
減
に
つ
な
が
る
。
仮
に

二
%
減
少
す
れ
ば
、
約
四

千
万
円
の
節
減
効
果
が
期

待
で
き
る
が
。
�

�　
　
健
康
づ
く
り
は
高
齢

　
　
者
の
方
も
第
一
に
あ

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
し
、
ま
た
町
と
し
て

も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

検
診
事
業
だ
と
か
保
険
事
業
、

ま
た
介
護
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
介
護
予
防
事
業
等

も
積
極
的
に
実
施
を
し
て

い
る
。
�

　
占
有
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
を
持
っ
て
お
く

こ
と
で
色
ん
な
大
き
な
大

会
が
出
来
れ
ば
そ
れ
な
り

に
経
済
波
及
効
果
も
あ
る

と
思
う
。
是
非
新
世
紀
タ

ウ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ポ

ー
ツ
エ
リ
ア
の
中
に
お
り

込
ん
で
い
き
た
い
。
�

専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を�

　
宮 

島
　
省 

一
　
議
員�

通
称
「
黒
橋
」
拡
張
を
早
急
に�

城 

戸
　
清 

剛
　
議
員�

Q

Q

Q

A

A

A
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あまりにも道幅が狭い〝陸橋〟�

手入れ中のグラウンドゴルフ場�



　
　
市
町
村
合
併
で
一
番

　
　
大
事
な
事
は
、
住
民

の
方
々
に
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
ど

の
様
に
知
ら
し
め
る
か
。�

�

　
　
七
月
よ
り
九
ヶ
所
で

　
　
第
一
回
目
の
説
明
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

説
明
会
で
の
質
問
、
検
討

事
項
を
取
り
ま
と
め
ま
し
て
、

八
月
に
は
四
小
学
校
区
ご

と
に
四
会
場
に
お
い
て
第

二
回
目
の
説
明
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
て
、
広
報

誌
に
わ
か
り
や
す
く
告
知

致
し
ま
し
た
。
説
明
会
場

に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
。�

�

　
　
本
町
の
合
併
へ
の
取

　
　
組
み
に
は
す
こ
し
他

町
に
く
ら
べ
て
、
遅
れ
を

取
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
住
民
は
心
配
し
て
い

る
が
？�

　
　
庁
内
で
の
課
長
会
議

　
　
で
も
提
案
。
論
議
は

致
し
て
お
り
ま
す
。
又
、

原
則
任
意
協
議
に
は
い
っ

た
の
が
五
月
八
日
、
一
市

八
町
の
任
意
協
議
会
に
正

式
に
参
加
表
明
。
そ
の
中

で
共
通
の
説
明
資
料
を
最

終
的
に
煮
詰
め
ら
れ
六
月

下
旬
に
完
成
。
そ
れ
に
よ

っ
て
七
月
よ
り
一
斉
に
一

市
八
町
で
説
明
会
と
な
り
、

足
並
を
そ
ろ
え
る
た
め
遅

れ
ま
し
た
。
合
併
懇
話
会

で
の
内
容
は
、
荒
尾
市
の

動
向
、
ゴ
ミ
処
理
問
題
、

公
共
料
金
、
新
し
い
市
の

名
前
、
長
洲
は
地
理
的
に

一
市
八
町
で
は
隅
に
な
る

の
で
不
利
に
な
ら
な
い
か
、

振
興
計
画
が
出
来
る
の
か
、

他
市
町
の
資
本
整
備
状
況

な
ど
の
質
問
が
集
中
し
て

い
ま
し
た
。�

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、

住
民
の
方
々
に
一
日
で
も

早
く
説
明
を
し
、
論
議
を

し
て
い
た
だ
き
明
日
の
良

き
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。�

�

　
　
合
併
の
目
的
は
何
か
。
�

�　
　
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

　
　
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

環
境
問
題
へ
の
対
応
、
情

報
化
の
進
展
へ
の
対
応
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
又
、

国
・
地
方
財
政
状
況
の
著

し
い
悪
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

さ
ら
に
安
定
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
行
財

政
基
盤
を
強
化
し
て
い
く

為
に
、
市
町
村
合
併
が
有

効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。
�

　
　
長
洲
町
独
自
で
い
く

　
　
と
い
う
と
き
の
財
政

的
な
裏
付
け
は
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
。
�

　
　
事
業
費
補
正
、
段
階

　
　
補
正
な
ど
の
改
正
に

よ
り
、
実
質
、
地
方
交
付

税
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は

必
至
で
あ
り
ま
す
。
本
町

の
財
政
計
画
で
は
、
公
債

費
の
縮
減
の
ほ
か
財
政
健

全
化
計
画
の
進
行
管
理
を

徹
底
し
、
平
成
十
七
年
度

ま
で
は
収
支
均
衡
を
保
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
国
の
経
済
運
営

の
方
針
次
第
で
は
、
平
成

十
八
年
度
以
降
、
非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
に
な
る

と
予
測
を
し
て
お
り
ま
す
。
�

市
町
村
合
併
の
目
的
は�

福 

永
　
栄 

助
　
議
員�

市
町
村
合
併
の
推
移
は�

濱 

田
　
　
　
議
員�

QA

Q

Q

A

A

Q

A
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1市8町で合併した場合�
合併後の人口・面積�

住民説明会�

人口(120,999人)面積(364.07k㎡)



　
　
長
洲
町
の
資
本
整
備

　
　
状
況
は
、
上
水
道
が

九
八
・
一
％
、
下
水
道
が

八
九
・
七
％
道
路
舗
装
が

九
三
・
一
％
教
育
施
設
が
小
・

中
学
校
す
べ
て
鉄
筋
化
し

て
い
る
。�

　
一
市
七
町
が
長
洲
町
の

現
状
に
な
る
に
は
い
く
ら

い
る
の
か
。�

�

　
　
上
水
道
が
二
八
〇
億
円
、

　
　
下
水
道
が
五
七
〇
億
円
、

舗
装
が
表
層
だ
け
で
約
二

五
億
円
。�

�

　
　
長
洲
町
の
レ
ベ
ル
に

　
　
な
る
に
は
一
千
億
円

を
超
え
る
、
長
洲
町
は
他

市
町
と
合
併
し
た
ら
、
十
、

二
十
年
は
他
市
町
の
た
め

に
住
民
の
税
金
を
使
わ
ん

と
い
か
ん
。
し
か
し
、
近

隣
市
町
の
た
め
に
す
べ
き

と
私
は
理
解
を
し
て
い
る
が
、

七
・
八
月
の
住
民
説
明
会

に
は
資
料
を
元
に
十
分
説

明
を
し
て
ほ
し
い
。�

　
　
住
民
に
わ
か
り
や
す

　
　
い
資
料
を
作
っ
て
ま

い
り
ま
す
。�

�

　
　
四
月
か
ら
任
意
協
議

　
　
会
に
入
ら
れ
て
九
月

の
法
定
協
議
会
の
参
加
を

提
案
さ
れ
る
、
住
民
参
加

の
町
づ
く
り
な
ら
、
我
々

議
員
の
議
決
だ
け
で
な
く
、

住
民
投
票
す
べ
き
と
思
う
が
。�

�

　
　
七
・
八
月
に
か
け
て

　
　
の
住
民
説
明
会
を
通

し
て
、
情
報
提
供
、
意
見

交
換
を
行
い
、
全
世
帯
へ

の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
、
合
併
の
意

義
や
必
要
性
、
問
題
点
を

住
民
と
共
に
考
え
、
市
町

村
合
併
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。�

�

　
　
住
民
の
多
数
が
望
ん

　
　
だ
ら
ど
う
す
る
ん
で

す
か
。�

�

　
　
住
民
の
大
多
数
が
そ

　
　
う
い
う
希
望
で
あ
る

な
ら
、
住
民
投
票
を
行
う

こ
と
に
な
る
。�

※
「
紙
面
の
都
合
上
、
質

問
の
二
〜
十
項
目
は
削
除
」�

　
　
ゴ
ミ
袋
の
売
上
状
況

　
　
に
種
類
毎
に
差
が
あ
る
。

在
庫
の
多
い
袋
に
つ
い
て

の
対
策
は
あ
る
か
。
各
家

庭
に
お
い
て
、
使
い
そ
う

に
な
い
袋
を
、
燃
え
る
ゴ

ミ
袋
に
流
用
で
き
な
い
か
。
�

�　
　
在
庫
を
か
か
え
る
取

　
　
扱
店
が
出
て
き
て
お
り
、

需
要
の
高
い
指
定
袋
と
の
物
々

交
換
で
の
対
応
を
考
え
て

い
る
。
種
類
を
書
き
直
し

て
ゴ
ミ
袋
を
使
用
す
る
事

に
つ
い
て
は
、
取
扱
量
と

在
庫
量
の
関
係
で
、
事
務
的

な
繁
雑
さ
が
予
想
さ
れ
る
。

町
民
へ
の
混
乱
が
生
じ
る

可
能
性
も
あ
り
慎
重
に
し

た
い
。
�

�　
　
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
 
 

　
　
補
助
金
交
付
の
遅
れ

た
理
由
は
何
か
。
予
算
枠

を
上
回
る
購
入
予
定
者
へ

の
対
応
と
購
入
期
限
を
指

定
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。
�

 
�

　
　
分
別
収
集
実
施
に
よ
り
、
 
 
 
 
 

　
　
違
反
ゴ
ミ
等
の
相
談

が
殺
到
し
、
全
職
員
が
現

場
へ
出
向
く
等
の
対
応
を

し
て
い
た
。
そ
の
上
、
五

月
連
休
明
け
に
は
狂
犬
病

予
防
注
射
が
あ
り
、
こ
れ

も
外
で
の
執
務
で
あ
り
、

時
間
外
に
努
力
は
し
た
が
、

予
定
の
五
月
十
三
日
で
は

な
く
二
十
九
日
の
支
払
い

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
見
込
み

の
甘
さ
を
反
省
し
て
い
る
。
�

　
購
入
申
し
込
み
二
四
六
名

中
一
四
五
名
が
購
入
さ
れ
た
。

予
算
を
超
え
る
分
は
補
正
予

算
で
対
応
し
た
い
。
購
入
予

約
か
ら
購
入
ま
で
期
間
の
長

い
方
も
い
る
が
、
購
入
期
限

を
と
る
対
応
を
し
た
い
。
�

�　
　
夏
休
み
等
の
学
校
休

　
　
み
時
の
学
童
保
育
の

開
始
時
間
を
早
め
る
考
え

は
な
い
か
。
土
曜
日
学
童

保
育
の
考
え
は
。
�

�　
　
開
始
時
間
繰
上
げ
に

　
　
つ
い
て
は
対
応
し
た
い
。

土
曜
日
学
童
保
育
は
、
指

導
員
の
確
保
、
体
制
の
充

実
が
で
き
た
な
ら
ば
早
急

に
実
施
し
た
い
と
、
開
所

に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
。
�

玉名市�

岱明町�

横島町�

天水町�

玉東町�

菊水町�

三加和町�

南関町�

長洲町�

荒尾市�

84.2%

63.3%

24.1%

82.0%

17.0%

5.4%

98.1%

97.5%

42.3%

59.2%

集落排水事業�
15.0%�

�

集落排水事業�
78.2%�

�

合併浄化槽�

施行中�

H14.4から　　�
一部供用開始�

89.7%

59.4%

82.0%

84.1%

88.3%

95.5%

96.7%

80.2%

93.1%

98.9%

11.3

6.0

98.4% 2.9

6.2

5.9

23.1

合併浄化槽�85.2% 2.5

3.8

6.4

7.0

社会資本の整備状況�

上
水
道
等
�

普
及
率
�

公
共
下
水
道
�

普
及
率
�

道
路
舗
装
率
�

公
園
面
積
�

（
国
基
準
六
・
四
㎡
�

　
　
/
一
人
当
り
）
�

合
併
は
町
に
と
っ
て
有
益
か�

永 

田
　
則 

人
　
議
員�

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
現
状
は�

大 

山
　
真 

理 

子
　
議
員�

Q

Q
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A
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大
阪
の
池
田
小
学
校

　
　
内
殺
傷
事
件
か
ら
一

年
が
経
っ
た
。
事
件
後
全

国
で
学
校
の
危
機
管
理
が

叫
ば
れ
て
き
た
が
、
町
内

の
学
校
施
設
、
ま
た
児
童

の
安
全
対
策
の
現
状
、
こ

の
一
年
間
の
取
組
み
、
今

後
の
対
応
を
問
う
。�

�

　
　
対
策
と
し
て
。�

○
各
教
室
、
体
育
館
等
へ

　
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
設
置
。�

○
各
学
校
へ
木
刀
五
本
、全

　
児
童
へ
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
渡
す
。�

○
教
職
員
の
研
修
、
救
命

　
救
急
訓
練
の
実
施
等
。�

○
来
校
者
名
簿
の
作
成
、

　
障
害
物
の
撤
去
。�

○
教
職
員
、
保
護
者
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
巡
視

　
体
制
の
強
化
。�

○
「
子
供
一
一
〇
番
の
家
」の

　
協
力
体
制
の
実
施
等
で

　
あ
る
。�

　
　
施
設
面
で
は
、
門
が

　
　
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

設
置
の
考
え
は
。�

�

　
　
早
急
に
対
応
し
て
い

　
　
く
べ
き
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。�

�

　
　
「
子
供
一
一
〇
番
の
家
」

　
　
が
町
内
に
二
五
〇
軒

あ
る
と
聞
く
。
子
供
達
は

知
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
そ

の
家
が
一
目
で
分
か
る
様

な
工
夫
は
で
き
な
い
か
。�

　
　
�

　
　
P
T
A
を
通
じ
地
区
委

　
　
員
の
方
よ
り
児
童
へ
指

導
を
し
た
り
校
内
の
掲
示

板
で
知
ら
せ
て
い
る
。
ま
た

「
一
一
〇
番
の
家
」の
地
図
を

各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る

地
区
も
あ
る
。「
子
供
一
一
〇

番
」の
シ
ー
ル
に
関
し
て
は
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。
�

　
　
�

　
　
残
さ
れ
た
僅
か
な
砂
浜

　
　
の
海
岸
線
が
現
在
ゴ

ミ
の
山
で
あ
る
。子
供
達
に

残
し
て
い
く
為
、再
生
を
図

る
必
要
が
あ
る
。町
の
対
応

と
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。
�

�　
　
毎
年
八
月
に
県
と
共

　
　
催
で
海
岸
清
掃
作
業

を
実
施（
昨
年
参
加
千
二
百

名
、
今
年
は
九
月
一
日
予
定
）
�

○
小
、中
学
校
生
、漁
協
、
 
 
 

　
地
域
住
民
に
よ
る
定
期

　
的
な
清
掃
の
実
施
。
�

○
広
報
に
よ
る
ゴ
ミ
の
ポ

　
イ
捨
て
防
止
等
の
周
知

　
と
環
境
に
対
す
る
意
識

　
啓
発
。
�

○
河
川
の
上
中
下
流
域
の

　
市
町
と
連
携
を
図
り
問

　
題
を
広
域
的
に
解
決
し

　
て
い
く
。
�

�　
　
海
岸
線
に
長
洲
中
の

　
　
生
徒
さ
ん
が
立
て
ら

れ
た
看
板
が
五
〜
六
枚
あ
る
。

子
供
達
の
悲
痛
な
叫
び
が

書
か
れ
て
い
る
が
、
残
念

な
が
ら
看
板
が
小
さ
く
て

気
づ
き
に
く
い
。
大
き
な

看
板
を
設
置
す
る
考
え
は
。
�

�　
　
検
討
す
る
。
�

　
　
大
変
暑
い
日
が
続
い

　
　
て
い
ま
す
。
保
育
所

で
は
こ
の
暑
さ
に
子
供
た

ち
が
耐
え
て
い
る
状
況
で

す
。
全
て
の
保
育
室
に
ク

ー
ラ
ー
の
設
置
を
の
願
い

に
町
は
な
ぜ
応
え
な
い
の

か
。
ど
こ
に
問
題
が
あ
る

の
か
。
�

　
又
、
二
市
八
町
の
保
育

所
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
状

況
は
。
�

�　
　
本
年
度
当
初
予
算
策

　
　
定
時
に
、
児
童
の
健

康
管
理
面
で
要
否
に
つ
き

議
論
は
致
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
調
査
期
間
と
し
、

現
場
状
況
、
児
童
の
実
態

を
把
握
し
後
対
処
の
予
定

で
す
。
�

　
荒
尾
玉
名
管
内
で
は
、

長
洲
町
を
含
め
一
市
二
町

で
三
歳
以
上
の
保
育
室
が

未
設
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
　
�

　
　
進
出
企
業
の
汚
水
た
 
 

　
　
れ
流
し
、
（
三
月
十

二
日
、
日
立
造
船
の
タ
ン

カ
ー
か
ら
の
汚
水
放
出
）
、

又
悪
臭
や
騒
音
（
不
二
サ

ッ
シ
か
ら
、
四
月
十
二
日

と
五
月
十
七
日
、
黒
煙
と

悪
臭
）
、
住
民
に
と
っ
て

は
耐
え
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

町
は
、
公
害
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

る
の
か
。
�

　
携
帯
電
話
の
中
継
塔
が

住
宅
地
や
小
学
校
付
近
に

建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
電

磁
波
に
よ
る
乳
幼
児
の
影

響
に
つ
い
て
、
W
H
O
は

ガ
ン
の
発
生
の
疑
い
が
あ

る
と
い
う
見
解
を
問
う
。
�

�　
　
工
場
排
水
に
つ
い
て
は
、

　
　
毎
月
一
回
水
質
検
査

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
日
立
造
船
の
ド
ッ
グ

付
近
の
排
水
は
一
ヶ
月
以

上
経
過
し
て
い
た
の
で
検

査
は
し
て
い
な
い
。
�

　
黒
煙
、
騒
音
に
つ
い
て

は
不
二
サ
ッ
シ
に
要
請
し

て
い
る
。
�

　
中
継
塔
は
正
規
の
手
続

き
を
得
て
建
設
し
て
い
ま
す
。

電
磁
波
に
よ
る
人
体
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
国
は

許
容
範
囲
で
あ
り
健
康
に

問
題
は
な
い
と
い
う
見
解

で
す
。
�

涼しくて気持ちい～！�
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六
月
十
六
日
の
本
会
議

に
て
、
会
議
規
則
第
九
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

議
長
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
「
農
林
物
資
の
規
格
化

及
び
品
質
表
示
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
〈
J
A
S
法
〉

の
改
正
と
輸
入
農
産
物
急

増
に
伴
う
植
物
検
疫
対
策
、

食
品
衛
生
対
策
の
強
化
に

関
す
る
要
望
書
」
審
査
結

果
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し

ま
す
。�

　
平
成
十
四
年
六
月
十
七

日
第
六
回
建
設
経
済
常
任

委
員
会
を
開
催
。
審
査
の

経
過
、
本
要
望
書
は
、
現

在
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
農
畜
産
物
の
産
地
偽
装

事
件
に
よ
る
法
改
正
、
検

査
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

の
要
望
で
あ
り
、
委
員
会

で
は
内
容
に
つ
い
て
十
分

審
査
し
た
所
、
検
疫
、
衛

生
に
つ
い
て
は
、
第
一
回

定
例
会
に
同
じ
要
望
が
記

載
さ
れ
て
い
る
「
W
H
O

交
渉
に
お
け
る
貿
易
ル
ー

ル
等
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て
」
が
議
決

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
議
決
に
基
づ
き
、
平
成

十
四
年
六
月
二
十
日
付
け

で
関
係
大
臣
に
提
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
農

林
物
資
の
規
格
化
及
び
品

質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
」
が
平

成
十
四
年
三
月
二
十
五
日

農
林
水
産
省
令
第
十
七
号

に
て
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
委

員
会
で
本
要
望
書
を
審
査

し
た
結
果
、
満
場
一
致
に

よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。�

六
月
定
例
議
会
で
、
請
願

第
二
号
「
学
校
事
務
、
栄

養
職
員
の
人
件
費
半
額
国

庫
負
担
制
度
を
中
心
と
す

る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
に
関
す
る
請
願
」

が
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
。
�

　
そ
の
継
続
審
査
事
件
の

経
過
と
結
果
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
。
�

　
当
委
員
会
は
、
六
月
十

七
日
全
員
出
席
で
開
催
し
た
。
�

　
請
願
の
要
旨
＝
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
と
い

う
も
の
は
、
教
育
の
機
会

均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
・

向
上
を
図
り
、
し
か
も
経

済
的
、
地
理
的
な
条
件
等

係
わ
ら
ず
、
平
等
な
基
礎

教
育
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、

現
行
教
育
制
度
の
機
関
を

成
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
旧
大
蔵
省
は
、
国
の

同
制
度
の
見
直
し
の
一
環

と
し
て
、
学
校
事
務
、
栄

養
職
員
給
与
費
を
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
よ
り

適
用
除
外
の
検
討
。
更
に

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
は
、

両
職
員
の
配
置
の
必
要
性

等
は
、各
自
治
体
の
裁
量
に

委
ね
る
と
い
う
観
点
か
ら

検
討
が
必
要
と
し
、
国
の

基
礎
教
育
に
対
す
る
責
務

を
放
棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
�

　
一
方
、
文
部
科
学
省
や

総
務
省
等
は
従
来
ど
お
り

の
現
行
制
度
を
望
み
、
国

の
責
任
分
野
に
お
い
て
現

行
制
度
続
行
を
強
く
臨
む

姿
勢
で
あ
り
、
国
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
地
方

に
押
し
付
け
る
の
は
、
地

方
財
政
を
ま
す
ま
す
圧
迫

す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
�

　
従
い
ま
し
て
、
当
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
と
し
ま

し
て
も
、
今
制
度
か
ら
適

用
除
外
さ
れ
た
場
合
の
財

政
問
題
や
教
育
条
件
の
整

備
拡
充
面
か
ら
、
慎
重
審

議
採
決
の
結
果
、
本
請
願

の
趣
旨
に
全
員
賛
成
で
、

採
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
本
会
議
で
も
報

告
ど
お
り
議
決
し
、
関
係

大
臣
に
意
見
書
を
送
付
し
た
。
�

建
設
経
済�

委員長報告�
付託事件における�

教育の現場である小学校（長洲）�

J A S法の拠点である農協�
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建設経済常任委員会�
文教厚生常任委員会�( (
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●総務常任委員会�
●建設経済常任委員会�
●議会広報調査特別委員会�

�
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◎総務常任委員長�
　  宮 島　省 一�
1、日　時　5月27日～5月29日　�
2、場　所 ①神奈川県鎌倉市役所【行政評価について】�
　　　　　②千葉県富里市役所【市政施行について】鎌倉市の【行政評価について】は市の副主査か
　　　　　　ら内容説明があり、その後質疑を行った。�
�
Q1.策定はコンサルに委託したのか？　A.三菱総合研究所に2年間委託した。委託料370（1年）万程度�
Q2.金と時間（職員）を費やして取り組むべきものなのか？　A.必要である。�
Q3.本町執行部の計画を聞くと、何もかもと言った感があるが？　A.本市の場合、市民参加を促し市
民と共に行政運営を行うのが第一と考え行政評価を取り入れることが目的でなく、活用することを目
的にしている。�
Q4.予算編成時における査定等に改善がなされたか？　A.まだそこまでは、活用できていない。�
Q5.行政評価で必要なことは？　A.職員の意識の高揚です。�
Q6.構築するまでの人的配置は？　A.2名配置した。鎌倉市は年間1,200万人の観光客があり、また住
民も東京まで一時間程度に位置し学識豊かな知識人等も多く、財政的にも恵まれている自治体であっ
た。行政評価システムが試行されてから3年目ではあるが、今後大きな飛躍を感じる計画的な行政の取
り組みであった。�
富里市の【市政施行について】事前の視察事項について企画課長から説明があった。�
①市政施行を目指した最大の理由について　②市政施行への取組み状況�
③町から市になっての【住民】と【行政】それぞれの変化について�
　上記についての説明後質疑を行った。�
Q1.市町村合併は考えなかったのか？　A.隣接する成田市は国際飛行場があるなど、今後も大幅な人
口増が見込まれ考えなかった。�
Q2.住宅政策を積極的に進めたのか？　A.特にない。富里市は人口5万人で平成14年4月より市政施行
した新しい市であり、高速インターがあり、車では40分程度で都心に行け、駅は無いが隣接の市・町
境に駅があり交通便がよい位置にあった。基幹産業は落花生が日本一の生産量を誇り、西瓜の生産は
日本第2位である。議員定数は20名であり、職員定数が消防やゴミ処理は直営にもかかわらず、職員1
人当たりの住民は100人程度で職員構成から見ると効率的な運営であると感じた。�

　総務常任委員会は所管事件の調査の為視察研修を実施しましたので、�
その結果を報告いたします。�
�

�

◎建設経済常任委員長�
　　濱 田　�
1、日　時　5月28日～30日　　　2、場　所　愛知県安城市役所・奈良県大和郡山市役所�
3、目　的　農業養漁業の振興策に取組んでいる自治体への調査活動�
�
　愛知県安城市の農業振興策は明治の初期には見渡すかぎりの原野であったが、用水路が整備され水
田に生まれ変わり、稲作中心の農業に変わり昭和になりトヨタ自動車の関連企業の進出で兼業農家と
専業農家に分類され、農業経営確立の為、集落を一つの農場として捉え、集落農場構築構想を打ち出
し、農協を中心に農用地利用改善組合を設立し、行政、生産者、担い手を中心に土地流動化を計り、
農協が借り手となって転作の集団化に成功し、今後の課題として、稲と麦の重複栽培に取り組み、日
本の農業振興に明るい光が輝くのも時間の問題と思いました。�
　養漁業について金魚の由来は享保9年、今から278年前に柳沢藩主が趣味として郡山に持ち込んだと
伝えられ、明治時代にはいり「柳沢養魚場」を設立、品種改良を行い、旧藩主に養殖を奨励し、金魚
の産地として発展する基礎を築いた。�
　今後、伝統産業の地位を保つ対策として、後継者の育成や環境整備（ため池整備等）が必要である
と強く感じた。�

　本委員会は、所管事件の調査のための視察研修を実施しました�
ので、その結果について下記のとおり報告致します。　　�



総
務
常
任
委
員
会
�

「
審
査
案
件
」
�

①
陳
情
第
一
号
「
有
事
関

　
連
法
案
」
の
慎
重
審
議

　
を
求
め
る
意
見
書
採
択

　
の
陳
情
書
�

②
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
国

　
民
を
強
制
動
員
す
る
「
有

　
事
三
法
案
」
に
反
対
す

　
る
意
志
表
示
を
求
め
る

　
申
し
入
れ
�

③
有
事
法
制
の
撤
回
と
非

　
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め

　
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
�

「
調
査
案
件
」
�

①
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
�

②
条
例
・
規
則
の
見
直
し

　
に
つ
い
て
�

�文
教
厚
生
常
任
委
員
会
�

「
調
査
案
件
」
�

①
学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て
�

②
介
護
保
険
に
つ
い
て
�

③
上
下
水
道
の
事
業
等
に

　
つ
い
て
�

④
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
等
の
委
託
に
つ
い
て
�

⑤
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の

　
支
給
に
つ
い
て
�

⑥
学
童
保
育
に
つ
い
て
�

⑦
ゴ
ミ
減
量
化
（
ゴ
ミ
袋

　
も
含
む
）
に
つ
い
て
�

�建
設
経
済
常
任
委
員
会
�

「
調
査
案
件
」
�

①
有
明
海
の
環
境
保
全
と

　
漁
業
に
つ
い
て
�

②
農
業
養
漁
業
の
振
興
策

　
に
つ
い
て
�

③
商
業
活
性
化
対
策
に
つ
　い
て
�

④
長
洲
小
学
校
新
築
工
事

　
に
つ
い
て
�

⑤
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
�

⑥
道
路
・
河
川
及
び
橋
梁
等

　
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
�

�議
会
運
営
委
員
会
�

「
調
査
案
件
」
�

①
次
の
定
例
会
及
び
定
例

　
会
ま
で
の
間
に
開
か
れ
る
、

　
臨
時
会
運
営
の
基
本
的

　
事
項
（
会
期
・
会
期
日

　
程
等
）
、
そ
の
他
議
長

　
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

　
の
調
査
に
つ
い
て
�
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�

◎議会広報調査特別委員長�
　　城 戸　清 剛�

　議会広報調査特別委員会は、平成14年度「第1回�
町村議会広報研修会」に参加しましたので、その結�
果を報告致します。�
　　��

1、日　時　4月24日～26日�
2、場　所　全国町村議員会館�
�【概 要】�
　1日目、講議として、民間企業生産の商品価値の実例から入り、企業が生産した商品の価値は、消費
者自らの自己判断により選択され、消費者が金を出してまで物を買うかどうかが一番の問題である。�
　つまり、住民の方は記事内容によって、関心のある記事には注目し、そうでないものは背を向ける。�
　特に、読者は予備知識が乏しく、議会の専門用語等は、住民の方に理解しにくい語句のため、堅苦
しくなくやさしい用語で、読者にとって親しみやすい議会広報にするのが基本である。�

　又、議会広報を見て、第一の読み手が次の誰か
に話すことによって情報の輪が広がり、話を聞い
た人が次の人に話す。�
　要するに、広報の決め手は、このように次から
次へと二次効果のある記事が最も大切である。�
　2日目は、「議会広報クリニック」があり、表
紙の写真、見出しの表現、サブタイトルの役割、
文章の難しさ、割付け配分等を指導いただいた。�
　本町議会広報調査特別委員も、2日間の研修で
住民に親しまれる「議会だより・潮さい」の内容
充実に鋭意努力していきたいと意を新たにした。�

�

継
続
審
査
・
調
査�

議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
（
各
委
員
会
）
�

調
査
申
出
書
は
、
次
の
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
�

�

盛
り
上
げ
よ
う
！
 
 
 
 

〝
の
し
こ
ら
祭
〞
�

〜
議
員
団
〜
�

　
夏
ま
つ
り
も
、
当
初

四
王
子
神
社
を
ス
タ
ー

ト
し
、
本
町
メ
イ
ン
通

り
を
各
種
団
体
の
色
と

り
ど
り
の
ゆ
か
た
姿
で

〝
道
中
踊
り
〞
を
港
会

場
迄
、
練
り
歩
い
た
も

の
だ
っ
た
。
�

　
当
時
は
議
会
議
員
も

全
員
参
加
で
、
夏
の
よ

い
を
潮
風
に
吹
か
れ
踊

っ
た
も
の
だ
っ
た
が
議

員
団
の
踊
り
参
加
も
疎

遠
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
�

　
本
年
は
、
議
員
も
昨

年
よ
り
顔
ぶ
れ
も
一
新

し
、
全
員
参
加
を
合
言

葉
に
〝
夏
ま
つ
り
〞
に

花
を
添
え
た
い
。
�

テーマ「議会広報のあり方」について�
講師＝　日本広報学会理事　稲垣吉彦氏�

研修風景�
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�

★
今
回
の
便
り
は
、
住
民
が

一
番
関
心
を
持
っ
て
い
る
市

町
村
合
併
。
町
民
に
と
っ
て
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
事

が
重
要
で
あ
り
、
合
併
の
意

義
を
熟
知
す
る
事
こ
そ
新
し

い
町
作
り
へ
の
第
一
歩
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
潮
さ
い

も
四
回
目
と
い
う
事
で
委
員

一
同
す
こ
し
で
も
読
み
や
す

い
広
報
誌
作
り
に
英
知
を
結

集
し
、
活
字
も
少
し
大
き
く

し
て
み
ま
し
た
。
今
後
も
皆

様
の
要
望
に
お
応
え
し
て
い

き
た
い
。
　   

　  
 (

濱
田)�

�

★
四
月
東
京
で
行
わ
れ
た
広

報
誌
研
修
に
参
加
し
、
考
え

も
新
た
に
読
者
の
視
点
に
立

ち
、
簡
潔
・
明
瞭
・
読
み
易

く
を
念
頭
に
お
き
編
集
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
読
者
の
皆

様
に
少
し
で
も
良
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
た
ら
研
修
の
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。    (

宮
島)�

�

★
議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問

に
合
わ
せ
て
写
真
を
撮
る
の

が
大
変
で
す
。�

　
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
努
力
し

て
写
真
を
撮
っ
た
つ
も
り
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
い
い
写

真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会

事
務
局
ま
で
持
っ
て
来
て
下

さ
い
。
表
紙
に
使
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　  

（
吉
田)

　
六
月
十
六
日
、長
洲
町

初
め
て
の
休
日
議
会
を
傍

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。�

　
そ
の
日
は
一
般
質
問
で

し
た
。
町
民
一
人
ひ
と
り

に
関
係
の
あ
る
事
ば
か
り

で
、
又
そ
れ
に
対
す
る
町

の
答
弁
も
直
接
聞
く
事
が

出
来
ま
し
た
。
皆
ん
な
が

選
ん
だ
議
員
さ
ん
方
の
活

躍
ぶ
り
も
分
か
り
、と
て

も
有
意
義
な
機
会
を
持
て

た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
折
角
の
休
日
議
会

に
傍
聴
者
が
少
な
く
空
席

が
あ
っ
た
事
は
残
念
で
す
。�

　
町
の
動
き
や
、
暮
ら
し

の
情
報
、
又
議
員
さ
ん
方

の
活
動
が
身
近
に
見
え
、

議
会
に
参
加
し
て
い
る
様

な
気
分
に
な
れ
ま
す
。�

　
私
達
町
民
サ
イ
ド
も
議

会
を
傍
聴
す
る
事
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
長
洲
町
が
よ

り
よ
い
方
向
へ
と
発
展
し
、

す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て

住
み
よ
い
町
と
な
る
よ
う
、

正
し
い
考
え
を
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
是

非
休
日
議
会
を
開
催
し
て

下
さ
い
。
又
町
民
の
皆
さ

ん
、
手
続
き
は
と
て
も
簡

単
で
す
。
次
の
機
会
に
は

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　初めての日曜日議会を知り
出かけました。町の重要課題
の一つに市町村合併問題があ
ります。これはこれからの子
供達が長洲町に住んでいてよ
かったと思える様な展望のあ
る町になる為にとても大切な
ことです。三人の議員さんか
らこの合併問題についての質
問がありました。9月の法定
協議会決定参加の為の9月議
会も日曜日にあったら傍聴し
たいものです。�
【妻】私は年に2・3回傍聴に
出かけます。日曜開会の時に
は若いご夫婦の方も町のこと
に、もっと関心をもたれ気軽
に傍聴されるといいと思いま
す。�

　
　
な
が
す
議
会
だ
よ
り
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総務建設経済常任委員会�
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第3回文教厚生常任委員会�

平成14年第1回長洲町議会臨時会�
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